「実務で必要とする木構造の基礎セミナー」

後期募集要綱
現在の我が国の建築教育において大学教育等の高等教育で建築学科のカリキュラムには「木構造」が無く、基本的に鉄筋コンクリートや鉄骨造の構造教育しか受けていないのが現状です。

しかし、近年の大地震において「木造住宅の甚大なる被害」から、建築基準法の「木造住宅」の

構造技術が高度に規定され、実務者の中には「こんなに難しくなったらやってられない。」と言う声も聞かれます。

そんな状況に対し、「実務に必要な木構造」の知識を確実に習得できるセミナーを講師の地元の

新見市にて開催します。
講師：田原 賢　（木構造建築研究所 田原 主宰、大阪工業大学大学院 建築学科 客員教授）

新見市哲多町出身、大阪工業技術専門学校卒業後、奈良県の設計事務所に勤務の後、開業。

その間に独学で木構造を勉強し、1995年の阪神淡路大震災の後には木構造の研究分野にも進出し、日本建築学会の委員や、日本建築防災協会の委員を歴任。

木構造における構造論文や受賞歴も多数有り、既存木造住宅の耐震診断法の改訂版作成の

ＷＧ委員として診断法を作成。

【日程】　毎月第２土曜日（8月を除く）
【時間】　講習会13：30～17：00（8月から　13：00~16：30）
【会場】　岡山県新見市　まなび広場にいみ学習室・その他新見市内の会場予定
【会費】　講習会費500円／回
【教本】　「木造住宅の耐震診断と補強方法(2012年改訂版)」(財)日本建築防災協会発行

「木造住宅［耐震診断・改修］コンプリートガイド」(株)エクスナレッジ発行
「耐震補強マニュアル」(株)アムハード小西発行、
その他オリジナルテキスト

【参加資格】　木造住宅の耐震診断・耐震改修、木構造に関心のある実務者

※学生についても若干名募集します。
【募集定員】　木造建築の実務者50名、学生5名程度（毎回）
　　　　　　　※申込締切：開催日の1週間前まで。　
ただし、先着順のため定員になり次第締切り。
空きが生じた場合は、開催日当日。
《CPD》　　　申請中　
【講習会概要】

「実務で必要とする木構造の基礎セミナー　後期」
第1回　現在の建築基準法における「木造住宅の構造規程」等について
　　　　日時： 2月13日（土）13：30~17：00
第２回　木材の構造特性について（その1）
　　　　日時： 3月12日（土）　13：30~17：00
第3回　木材の構造特性について（その2）
　　　　日時： 4月9日（土）　13：30~17：00
第4回　施行令第46条の壁量計算（その1）
　　　　耐震性能の基本である壁量計算N値計算について
　　　　日時： 5月14日（土）　13：30~17：00
第5回　施行令第46条の壁量計算（その2）
　　　　耐震性能の基本である金物の選定方法（N値計算）について
　　　　日時： 6月11日（土）　13：30~17：00
第6回　新築木造住宅の構造演習
　　　　日時： 7月9日（土）　　13：00~16：30
第7回　構造解析による木造建築の可能性につて
　　　　日時： 9月10日（土）　13：00~16：30
第8回　備中材(県北材)の構造特性について
　　　　日時：10月8日（土）　13：00~16：30
第9回　新見産桧の実大実験
　　　　日時：11月11日（金）、12日（土）
第10回　実大実験のまとめの報告
　　　　日時：12月10日（土）　13：00~16：30
また、新見産の木材を利用した家造りでは構造設計の絶大なる支援体制を「講師」から
受ける事が出来、構造面においてどこよりも安心の出来る技術カでの協力有。

お申込み・お問合せ：

　　▶ 岡山県建築士会新見支部　mail：oks_niimisibu@yahoo.co.jp、
　　▶ 木構造建築研究所 田原 　mail：taharakn@m4.kcn.ne.jp、tel：0745-62-6669
事務局：セミナー実行委員会　生田　tel：0867-72-3520
主  催：岡山県建築士会新見支部

共  催：岡山県建築士会
協　賛：木構造建築研究所　田原、　創山林業㈱
後  援：新見市、新見市森林組合、岡山県森林組合連合会新見支所

